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今後の地域での取り組み

洋上風力撤退後も、現在取り組み中の施策は着実に完遂（具体的な取組事例を次頁以降に記載）
  将来施策（来年度以降）についても、個別に関係者と協議しながら今年度中に取組方針を決定
☞「取組方針(案)」は以下の通り：

 継続予定の共生策については、必要な情報・ノウハウを整理し、今年度中に関係者
（漁協、自治体等）に引継ぎ、来年度以降の関係者の主体的な取り組みを支援する

 具体的には、以下の既往共生策を中心に、継続・拡充に向けた支援内容を個別協議中
        ①漁業共生策：放流事業、販売支援等
                ②地域共生策：AIオンデマンド交通、市産品拡販、ローソン出店検討等

三菱商事 秋田支店は継続、洋上風力以外の事業や地域の課題解決に引続き取り組む
☞ 「洋上風力発電を契機とした秋田の未来づくり会議」とは別に、来年度に開催予定の
「三菱商事との秋田の未来づくり会議」に向けた準備会議を開催（11月14日）
 三菱商事グループの事業やネットワークを活かし、地域課題の解決に取り組む

早期の再公募実現に向け、政府の情報提供開始に合わせたデータ提供を行う予定
☞ データ提供に向け準備中
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地域共生策：AIオンデマンド交通
 由利本荘市では、AIを活用したオンデマンド交通の本格導入に向けた実証事業を進めています。

 乗務員不足による路線維持の困難化や交通空白地域への対応が求められる中、区域型のAIオンデマンド
交通「ゆりほんのれッタ」の導入を通じて、輸送力の確保と利便性の向上を図るものです。

 2025年12月～2026年1月に旧本荘市街地などの一部地域で期間限定の実証運行を予定しており、当社は
事業推進に必要な支援を行うほか、周知活動にも取り組んでいます。また、ルート決定には三菱商事
グループ企業であるスペア・テクノロジーソリューションズ社のAI活用型乗合運行システムを導入し、
技術面からも支援を行っています。

<実証運行前の周知活動の様子（ 2025年11月17日～21日）> <ゆりほん のれッタ 実証運行 パンフレット>
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漁業共生策：マダイ稚魚放流（松ヶ崎漁港、本荘マリーナ）
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<松ヶ崎漁港での放流の様子>

 2025年9月3日、由利本荘市の松ヶ崎漁港において、地元漁業者さま、岩城小学校の5年生の皆さま、
秋田県栽培漁業協会と共にマダイの稚魚4,000尾（全長8cm程度）、ヒラメの稚魚1,000尾（全長
10cm程度）の放流を行いました。

 2025年9月6日、本荘マリーナにおいて、秋田市内のサッカークラブ中学生と共に、本荘マリーナ
海水浴場の清掃を行いました。また、同サッカークラブ中学生、地元漁業者さま、秋田県漁業共同
組合、秋田県栽培漁業協会と共に、マダイの稚魚4,000尾（全長8cm程度）、ヒラメの稚魚1,000尾
（全長10cm程度）の放流を行いました。

 当社は稚魚手配などを支援しました。

 地元漁業者さまからは、「子供たちが水産資源管理の大切さや地元漁業への理解を深める大変よい
機会になった」などという声をいただいております。

<本荘マリーナでの放流の様子 > <本荘マリーナでの放流前清掃活動の様子>
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